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(57)【要約】　　　（修正有）
【解決手段】無溶接円筒形電池パック装置１０は第一の
蓋体１１、第二の蓋体１２、複数の円筒形電池１３、複
数の螺子要素１４、第一の弾性部品１５、及び第二の弾
性部品１６を含む。円筒形電池１３は第一の蓋体１１と
第二の蓋体１２との間に設置される。第一の蓋体１１及
び第二の蓋体１２は螺子要素１４によって共に取り付け
られる。さらに第一の弾性部品１５は円筒形電池１３の
正極に電気的に接続され、第二の弾性部品１６は円筒形
電池１３の負極に電気的に接続される。
【効果】円筒形電池１３は溶接する必要がないゆえ、無
溶接円筒形電池パック装置１０は容易且つ迅速に製造で
きる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無溶接円筒形電池パック装置であって、
　第一の蓋体と、第二の蓋体と、複数の円筒形電池と、複数の螺子要素と、第一の弾性部
品と、第二の弾性部品とを備え、
　前記第一の蓋体は、
　　複数の第一の貫通孔を有する第一の板と、
　　前記第一の板の縁部周囲に据え付けられ、複数の第一の挿入孔を有する第一の周壁と
、
　　前記第一の板に据え付けられた複数の第一の接続柱であって、前記第一の接続柱は前
記第一の貫通孔に夫々対応し、前記第一の接続柱の各１つは第一の螺子孔を有し、前記第
一の接続柱の前記第一の螺子孔は前記第一の接続柱を通って形成され、前記第一の接続柱
の前記第一の螺子孔は前記第一の貫通孔に夫々連絡する、複数の第一の接続柱とを含み、
　前記第二の蓋体は、
　　第二の板と、
　　前記第二の板の縁部周囲に据え付けられ、複数の第二の挿入孔を有する第二の周壁と
、
　　前記第二の板に据え付けられた複数の第二の接続柱であって、前記第二の接続柱の各
１つは第二の螺子孔を有し、前記第二の接続柱の端部は前記第一の接続柱の端部に夫々接
続され、前記第二の接続柱の前記第二の螺子孔は前記第一の接続柱の前記第一の螺子孔に
夫々連絡する、複数の第二の接続柱とを含み、
　前記複数の円筒形電池は前記第一の蓋体と前記第二の蓋体との間に設置され、前記円筒
形電池の各１つは正極及び負極を含み、前記円筒形電池の前記正極は前記第一の蓋体の前
記第一の板に対向し、前記円筒形電池の前記負極は前記第二の蓋体の前記第二の板に対向
し、
　前記複数の螺子要素は前記第一の蓋体の前記第一の螺子孔及び前記第二の蓋体の前記第
二の螺子孔に夫々取り付けられ、
　前記第一の弾性部品は、
　　第一の接続部と、
　　前記第一の接続部の縁部に形成された複数の第一の導電性バーであって、前記第一の
導電性バーは前記第一の蓋体の前記第一の周壁の前記第一の挿入孔に夫々挿入され、前記
円筒形電池の前記正極に電気的に接続される、複数の第一の導電性バーとを含み、
　前記第二の弾性部品は
　　接続部と、
　　前記第二の接続部の縁部に形成された複数の第二の導電性バーであって、前記第二の
導電性バーは前記第二の蓋体の前記第二の周壁の前記第二の挿入孔に夫々挿入され、前記
円筒形電池の前記負極に電気的に接続される、複数の第二の導電性バーとを含むことを特
徴とする無溶接円筒形電池パック装置。
【請求項２】
　前記第二の蓋体の前記第二の板は複数の第二の貫通孔を含み、前記第二の貫通孔は前記
第二の接続柱の前記第二の螺子孔と夫々連絡することを特徴とする請求項１に記載の無溶
接円筒形電池パック装置。
【請求項３】
　前記第一の弾性部品の前記第一の導電性バーの各１つは波状構造であり、
　前記第一の弾性部品の前記第一の導電性バーの波の山部又は波の谷部は前記円筒形電池
の前記正極に接触し、
　前記第二の弾性部品の前記第二の導電性バーの各１つは波状構造であり、
　前記第二の弾性部品の前記第二の導電性バーの波の山部又は波の谷部は前記円筒形電池
の前記負極に接触することを特徴とする請求項１に記載の無溶接円筒形電池パック装置。
【請求項４】
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　前記第一の蓋体の前記第一の貫通孔は１つのマトリクスとして配置され、
　前記第一の接続柱は１つのマトリクスとして配置され、
　前記第二の蓋体の前記第二の接続柱は１つのマトリクスとして配置され、
　前記円筒形電池は１つのマトリクスとして配置され、隣接する各４つの円筒形電池は前
記第二の接続柱の１つ及び前記第二の接続柱の１つに接続される前記第一の接続柱の１つ
の周囲にあることを特徴とする請求項１に記載の無溶接円筒形電池パック装置。
【請求項５】
　前記第一の蓋体の前記第一の挿入孔は前記第一の板に隣接し、
　前記第二の蓋体の前記第二の挿入孔は前記第二の板に隣接することを特徴とする請求項
１に記載の無溶接円筒形電池パック装置。
【請求項６】
　無溶接円筒形電池パック装置であって、
　第三の蓋体と、第四の蓋体と、複数の第三の円筒形電池と、複数の第四の円筒形電池と
、複数の螺子要素と、第三の弾性部品と、第四の弾性部品と、第五の弾性部品とを備え、
　前記第三の蓋体は
　　複数の第三の貫通孔を有する第三の板と、
　　前記第三の板の縁部周囲に据え付けられ、複数の第三の挿入孔を有する第三の周壁と
、
　　前記第三の板に据え付けられた複数の第三の接続柱であって、前記第三の接続柱は前
記第三の貫通孔に夫々対応し、前記第三の接続柱の各１つは第三の螺子孔を有し、前記第
三の螺子孔は前記第三の接続柱を通って形成され、前記第三の接続柱の前記第三の螺子孔
は前記第三の貫通孔に夫々連絡する、複数の第三の接続柱とを含み、
　前記第四の蓋体は、
　　第四の板と、
　　前記第四の板の縁部周囲に据え付けられ、複数の第四の挿入孔を有する第四の周壁と
、
　　前記第四の板に据え付けられた複数の第四の接続柱であって、前記第四の接続柱の各
１つは第四の螺子孔を有し、前記第四の接続柱の端部は前記第三の接続柱の端部に夫々接
続され、前記第四の接続柱の前記第四の螺子孔は前記第三の接続柱の前記第三の螺子孔に
夫々連絡する、複数の第四の接続柱とを含み、
　前記複数の第三の円筒形電池は前記第三の蓋体と前記第四の蓋体との間に設置され、前
記第三の円筒形電池の各１つは正極及び負極を含み、前記第三の円筒形電池の前記正極は
前記第三の蓋体の前記第三の板に対向し、前記第三の円筒形電池の前記負極は前記第四の
蓋体の前記第四の板に対向し、
　前記複数の第四の円筒形電池は前記第三の蓋体と前記第四の蓋体との間に配置され、前
記第四の円筒形電池の各１つは正極及び負極を含み、前記第四の円筒形電池の前記負極は
前記第三の蓋体の前記第三の板に対向し、前記第四の円筒形電池の前記正極は前記第四の
蓋体の前記第四の板に対向し、
　前記複数の螺子要素は前記第三の蓋体の前記第三の螺子孔及び前記第四の蓋体の前記第
四の螺子孔に夫々取り付けられ、
　前記第三の弾性部品は、
　　第三の接続部と、
　　前記第三の接続部の縁部に形成された複数の第三の導電性バーであって、前記第三の
弾性部品の前記第三の導電性バーは前記第三の蓋体の前記第三の周壁の前記第三の挿入孔
に夫々挿入され、前記第三の円筒形電池の前記正極に電気的に接続される、複数の第三の
導電性バーとを含み、
　前記第四の弾性部品は、
　　第四の接続部と、
　　前記第四の接続部の縁部に形成された複数の第四の負極の導電性バーであって、各々
が前記第四の蓋体の前記第四の周壁の前記第四の挿入孔に夫々挿入され、前記第三の円筒
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形電池の前記負極に電気的に接続される、複数の第四の負極の導電性バーと、
　　前記第四の接続部の縁部に形成された複数の第四の正極の導電性バーであって、前記
第四の正極の導電性バーは各々、前記第四の蓋体の前記第四の周壁の前記第四の挿入孔に
夫々挿入され、前記第四の円筒形電池の前記正極に電気的に接続される、複数の第四の正
極の導電性バーとを含み、
　前記第五の弾性部品は、
　　第五の接続部と、
　　前記第五の接続部の縁部に形成された複数の第五の導電性バーであって、前記第五の
弾性部品の前記第五の導電性バーは前記第三の蓋体の前記第三の周壁の前記第三の挿入孔
に夫々挿入され、前記第四の円筒形電池の前記負極に電気的に接続される、複数の第五の
導電性バーとを含むことを特徴とする無溶接円筒形電池パック装置。
【請求項７】
　前記第四の蓋体の前記第四の板は複数の第四の貫通孔を含み、前記第四の貫通孔は前記
第四の接続柱の前記第四の螺子孔と夫々連絡することを特徴とする請求項６に記載の無溶
接円筒形電池パック装置。
【請求項８】
　前記第三の弾性部品の前記第三の導電性バーの各１つは波状構造であり、
　前記第三の弾性部品の前記第三の導電性バーの波の山部又は波の谷部は前記第三の円筒
形電池の前記正極に接触し、
　前記第四の弾性部品の前記第四の負極の導電性バーの各１つは波状構造であり、
　前記第四の弾性部品の前記第四の負極の導電性バーの波の山部又は波の谷部は前記第三
の円筒形電池の前記負極に接触し、
　前記第四の弾性部品の前記第四の正極の導電性バーの各１つは波状構造であり、
　前記第四の弾性部品の前記第四の正極の導電性バーの波の山部又は波の谷部は前記第四
の円筒形電池の前記正極に接触し、
　前記第五の弾性部品の前記第五の導電性バーの各１つは波状構造であり、
　前記第五の弾性部品の前記第五の導電性バーの波の山部又は波の谷部は前記第四の円筒
形電池の前記負極と接触することを特徴とする請求項６に記載の無溶接円筒形電池パック
装置。
【請求項９】
　前記第三の蓋体の前記第三の貫通孔は１つのマトリクスとして配置され、
　前記第三の接続柱は１つのマトリクスとして配置され、
　前記第四の蓋体の前記第四の接続柱は１つのマトリクスとして配置され、
　前記第三の円筒形電池及び前記第四の円筒形電池は１つのマトリクスとして配置され、
隣接する各４つの第三の円筒形電池及び第四の円筒形電池は前記第四の接続柱の１つ及び
前記第四の接続柱の１つに接続される前記第三の接続柱の１つの周囲にあることを特徴と
する請求項６に記載の無溶接円筒形電池パック装置。
【請求項１０】
　前記第三の蓋体の前記第三の挿入孔は前記第三の周壁と前記第三の板との間の境界付近
の前記第三の周壁上の位置に形成され、
　前記第四の蓋体の前記第四の挿入孔は前記第四の周壁と前記第四の板との間の境界付近
の前記第四の周壁上の位置に形成されることを特徴とする請求項６に記載の無溶接円筒形
電池パック装置。
【請求項１１】
　前記第三の蓋体は、
　複数の第三の蓋ユニットであって、前記第三の蓋ユニットの縁部が複数の係合溝を有し
、前記第三の蓋ユニットのうちの隣接する２つの蓋ユニットの前記係合溝の２つが接続さ
れる、複数の第三の蓋ユニットと、
　複数の接続ユニットであって、前記接続ユニットの各１つは前記第三の蓋ユニットのう
ちの隣接する２つの蓋ユニットの接続された２つの前記係合溝に設置される複数の接続ユ
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ニットを含むことを特徴とする請求項６に記載の無溶接円筒形電池パック装置。
【請求項１２】
　前記接続ユニットはＨ形状であることを特徴とする請求項１１に記載の無溶接円筒形電
池パック装置。
【請求項１３】
　前記第四の蓋体は、
　複数の第四の蓋ユニットであって、前記第四の蓋ユニットの縁部は複数の係合溝を有し
、前記第四の蓋ユニットのうちの隣接する２つの蓋ユニットの前記係合溝の２つが接続さ
れる、複数の第四の蓋ユニットと、
　複数の接続ユニットであって、前記接続ユニットの各１つは前記隣接する第四の蓋ユニ
ットの接続された２つの前記係合溝に設置される、複数の接続ユニットとを含むことを特
徴とする請求項６に記載の無溶接円筒形電池パック装置。
【請求項１４】
　前記接続ユニットはＨ形状であることを特徴とする請求項１３に記載の無溶接円筒形電
池パック装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電池装置に関し、より詳細には無溶接円筒形電池パック装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車システムは長年に亘り電力を動力源として使用してきた。自動車システムの電力
供給装置は、複数の小型の充電式電池を有する再充電可能な電池パックの場合もあれば、
又は単一の大型の充電式電池の場合もある。この充電式電池パック又は単一の大型の充電
式電池にはいくつかの弱点がある。
【０００３】
　例えば、充電式電池パックは小型の充電式電池から構成される。この小型の充電式電池
は各々重量及び体積を持つので、全体の重量及び体積を看過することはできない。充電式
電池パックを自動車システムに用いる場合、充電式電池パックの重量及び体積が自動車シ
ステムに負荷を掛けてしまう場合がある。
【０００４】
　単一の大型の充電式電池は従来の電池よりも製造技術がさらに複雑であるので、単一の
大型の充電式電池の複雑さはその単一の大型の充電式電池の体積と共に増加し、得単一の
大型の充電式電池の安全性は低下し得る。それゆえ単一の大型の充電式電池の体積が増加
するほど、単一の大型の充電式電池が破裂する可能性は高まる。単一の大型の充電式電池
を自動車システムに用いる場合、単一の大型の充電式電池の危険性やそれによる損傷は看
過できない。
【０００５】
　台湾特許第３０８，４０６号は電池パックを開示する。
【０００６】
　図１２を参照すると、従来の電池パック３０は複数の電池３１から構成される。電池３
１は１つのマトリクスとして配置され、並列及び直列で電気的に接続され、クモの巣状の
電気接続を形成する。電池パック３０は複数の導電体３２を含む。電池パック３０の導電
体３２は電池３１の正極及び負極に電気的に接続される。それゆえ、電池３１は導電体３
２を介して並列又は直列に電気的に接続される。
【０００７】
　電池パック３０の電池３１は電池３１の正極及び負極に溶接され、電池３１の正極及び
負極と電気的に接続する。電池パック３０は多数の電池３１を含むので、電池の正極及び
負極に導電体３２を溶接することはさらに困難となり、電池パック３０の製造に多くの時
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間を要することとなる。
【０００８】
　さらに、電池パック３０の電池３１の一部が故障した場合、通常、電池パック３０は使
用できなくなる。故障した電池３１は導電体３２から取り外され交換されることになる。
しかし電池３１と導電体３２とは溶接されているため、故障した電池３１を導電体３２か
ら取り外すことは困難である。さらに、溶接技術はその扱いが困難且つ複雑な場合があり
、また電池３１の再利用コストは新たな電池パック３０の製造コストよりも高い。それゆ
え、電池３１の一部が壊れた電池パック３０は処分されてしまう場合があり、そして電池
３１の一部が壊れた電池パック３０を処分することは環境に非常に良くないことである。
【０００９】
　それゆえ、電池パック３０を改良する必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】台湾特許第３０８，４０６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、導電体を電池に溶接しない無溶接円筒形電池パック装置を提供することを目
的とし、この無溶接円筒形電池パック装置の製造方法は簡略化し得る。
【００１２】
　この目的を達成するために、無溶接円筒形電池パック装置は第一の蓋体と、第二の蓋体
と、複数の円筒形電池と、複数の螺子要素と、第一の弾性部品と、第二の弾性部品とを備
える。
【００１３】
　前記第一の蓋体は第一の板と、第一の周壁と、複数の第一の接続柱とを含む。第一の板
は複数の第一の貫通孔を有する。第一の周壁は第一の板の縁部周囲に据え付けられ、第一
の周壁は複数の第一の挿入孔を有する。第一の接続柱は第一の板に据え付けられ、第一の
接続柱は第一の挿入孔に夫々対応する。第一の接続柱の各１つは第一の螺子孔を有し、第
一の螺子孔は第一の接続柱を通って形成される。さらに第一の接続柱の第一の螺子孔は第
一の貫通孔に夫々連絡する。
【００１４】
　前記第二の蓋体は第二の板、第二の周壁、及び複数の第二の接続柱を含む。第二の周壁
は第二の板の縁部周囲に据え付けられ、第二の周壁は複数の第二の挿入孔を有する。第二
の接続柱は第二の板に据え付けられ、第二の接続柱の各１つは第二の螺子孔を有する。第
二の接続柱の端部は第一の接続柱の端部に夫々接続され、さらに第二の接続柱の第二の螺
子孔は第一の接続柱の第一の螺子孔に夫々連絡する。
【００１５】
　前記円筒形電池は第一の蓋体と第二の蓋体との間に設置され、円筒形電池の各１つは正
極及び負極を含む。円筒形電池の正極は第一の蓋体の第一の板に対向し、円筒形電池の負
極は第二の蓋体の第二の板に対向する。
【００１６】
　前記螺子要素は第一の蓋体の第一の貫通孔を介して夫々取り付けられ、螺子要素は各々
第一の蓋体の第一の螺子孔及び第二の蓋体の第二の螺子孔にねじ込まれて取り付けられる
。
【００１７】
　前記第一の弾性部品は第一の接続部及び複数の第一の導電性バーを含む。第一の導電性
バーは第一の接続部の縁部に形成され、第一の導電性バーは第一の蓋体の第一の周壁の第
一の挿入孔に夫々挿入される。第一の導電性バーは円筒形電池の正極に電気的に接続され
る。
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【００１８】
　前記第二の弾性部品は第二の接続部及び複数の第二の導電性バーを含む。第二の導電性
バーは第二の接続部の縁部に形成され、第二の導電性バーは第二の蓋体の第二の周壁の第
二の挿入孔に夫々挿入される。第二の導電性バーは円筒形電池の負極に電気的に接続され
る。
【００１９】
　また本発明は別の無溶接円筒形電池パック装置を提供する。この無溶接円筒形電池パッ
ク装置は第三の蓋体、第四の蓋体、複数の第三の円筒形電池、複数の第四の円筒形電池、
複数の螺子要素、第三の弾性部品、第四の弾性部品、及び第五の弾性部品を備える。
【００２０】
　前記第三の蓋体は第三の板、第三の周壁、及び複数の第三の接続柱を含む。第三の板は
複数の第三の貫通孔を有する。第三の周壁は第三の板の縁部周囲に据え付けられており、
第三の周壁は複数の第三の挿入孔を有する。第三の接続柱は第三の板に据え付けられてお
り、第三の接続柱は第三の貫通孔に夫々対応する。第三の接続柱の各１つは第三の螺子孔
を有し、第三の螺子孔は第三の接続柱を通って形成される。さらに第三の接続柱の第三の
螺子孔は第三の貫通孔と夫々連絡する。
【００２１】
　前記第四の蓋体は第四の板、第四の周壁、及び複数の第四の接続柱を含む。第四の周壁
は第四の板の縁部周囲に据え付けられ、第四の周壁は複数の第四の挿入孔を有する。第四
の接続柱は第四の板に据え付けられ、第四の接続柱の各１つは第四の螺子孔を有する。第
四の接続柱の端部は第三の接続柱の端部に夫々接続され、さらに第四の接続柱の第四の螺
子孔は第三の接続柱の第三の螺子孔に夫々連絡する。
【００２２】
　前記第三の円筒形電池は第三の蓋体と第四の蓋体との間に設置され、第三の円筒形電池
の各１つは正極及び負極を含む。第三の円筒形電池は第三の蓋体の第三の板に対向し、第
三の円筒形電池の負極は第四の蓋体の第四の板に対向する。
【００２３】
　前記第四の円筒形電池は第三の蓋体と第四の蓋体との間に設置され、第四の円筒形電池
の各１つは正極及び負極を含む。第四の円筒形電池の負極は第三の蓋体の第三の板に対向
し、及び第四の円筒形電池の正極は第四の蓋体の第四の板に対向する。
【００２４】
　前記螺子要素は第三の蓋体の第三の貫通孔を介して夫々取り付けられ、螺子要素は第三
の蓋体の第三の螺子孔及び第四の蓋体の第四の螺子孔夫々に取り付けられる。
【００２５】
　前記第三の弾性部品は第三の接続部及び複数の第三の導電性バーを含む。第三の導電性
バーは第三の接続部の縁部に形成される。
【００２６】
　前記第四の弾性部品は第四の接続部、複数の第四の負極の導電性バー、及び複数の第四
の正極の導電性バーを含む。第四の負極の導電性バー及び第四の正極の導電性バーは第四
の接続部の縁部に形成される。第四の負極の導電性バー及び第四の正極の導電性バーは、
第四の蓋体の第四の周壁の第四の挿入孔に夫々挿入される。第四の負極の導電性バーは第
三の円筒形電池の負極に電気的に接続される。第四の正極の導電性バーは第四の円筒形電
池の正極に電気的に接続される。
【００２７】
　第五の弾性部品は第五の接続部及び複数の第五の導電性バーを含む。第五の導電性バー
は第五の接続部の縁部に形成される。第三の弾性部品の第三の導電性バー及び第五の弾性
部品の第五の導電性バーは、第三の蓋体の第三の周壁の第三の挿入孔に夫々挿入される。
第三の弾性部品の第三の導電性バーは第三の円筒形電池の正極に電気的に接続される。第
五の弾性部品の第五の導電性バーは第四の円筒形電池の負極に電気的に接続される。
【００２８】
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　無溶接円筒形電池パック装置の円筒形電池は第三の蓋体と第四の蓋体との間に設置され
、螺子要素は、第三の蓋体の第三の螺子孔及び第四の蓋体の第四の螺子孔に夫々取り付け
られてよい。それゆえ、第三の蓋体及び第四の蓋体は螺子要素によって共に取り付けられ
てよく、円筒形電池は第三の蓋体と第四の蓋体との間に固定できる。
【００２９】
　さらに、第一の弾性部品及び第二の弾性部品は円筒形電池の正極及び円筒形電池の負極
に電気的に接続されてよい。それゆえ、無溶接円筒形電池パック装置は、第一の弾性部品
及び第二の弾性部品を負荷と電気的に接続させることで、その負荷と電気的に接続して電
力を供給することができる。
【００３０】
　さらに円筒形電池は溶接しなくてもよく、無溶接円筒形電池パック装置の製造業者は無
溶接円筒形電池パック装置を容易に製造できると共に、製造にかかる時間消費を低減し得
る。
【００３１】
　さらに第三の円筒形電池は第三の弾性部品及び第四の弾性部品を介して並列に電気的に
接続でき、第四の円筒形電池は第四の弾性部品及び第五の弾性部品を介して並列に電気的
に接続できる。次いで並列に電気的に接続された第三の円筒形電池及び並列に電気的に接
続された第四の円筒形電池は第四の弾性部品を介して直列に電気的に接続できる。それゆ
え、無溶接円筒形電池パック装置の設計を容易に変更できる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本願の無溶接円筒形電池パック装置の第一実施形態の斜視図である。
【図２】図１の無溶接円筒形電池パックの第一実施形態の分解斜視図である。
【図３】図１の無溶接円筒形電池パック装置の第一実施形態の断面図である。
【図４】図１の無溶接円筒形電池パック装置の別の断面図である。
【図５】無溶接円筒形電池パック装置の第二実施形態の斜視図である。
【図６】図５の無溶接円筒形電池パック装置の第二実施形態の分解斜視図である。
【図７】図５の無溶接円筒形電池パック装置の第二実施形態の断面図である。
【図８】図５の無溶接円筒形電池パック装置の第二実施形態の別の断面図である。
【図９】図５の無溶接円筒形電池パック装置の第二実施形態の別の実施形態の図である。
【図１０】図５の無溶接円筒形電池パック装置の第二実施形態の組立て時の斜視図である
。
【図１１】図５の無溶接円筒形電池パック装置の第二実施形態の組立て時の別の斜視図で
ある。
【図１２】従来の電池パックの分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　図１及び図２を参照し、本発明は無溶接円筒形電池パック装置１０である。無溶接円筒
形電池パック装置１０の第一実施形態は、第一の蓋体１１、第二の蓋体１２、複数の円筒
形電池１３、複数の螺子要素１４、第一の弾性部品１５、及び第二の弾性部品１６を含む
。
【００３４】
　さらに、図３を参照して、第一の蓋体１１は第一の板１１１、第一の周壁１１２、及び
複数の第一の接続柱１１３を含む。第一の板１１１は複数の第一の貫通孔１１１１を有す
る。第一の周壁１１２は第一の板１１１の縁部周囲に据えられ、第一の周壁１１２は複数
の第一の挿入孔１１２１を有する。第一の接続柱１１３は第一の板１１１に据えられてお
り、第一の接続柱１１３は第一の貫通孔１１１１に夫々対応する。第一の接続柱１１３の
各１つは、第一の螺子孔１１３１を有し、第一の螺子孔１１３１は第一の接続柱１１３を
通って形成されている。さらに、第一の接続柱１１３の第一の螺子孔１１３１は第一の貫
通孔１１１１と夫々連絡している。
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【００３５】
　第二の蓋体１２は、第二の板１２１、第二の周壁１２２、及び複数の第二の接続柱１２
３を含む。第二の周壁１２２は第二の板１２１の縁部周囲に据えられ、第二の周壁１２２
は複数の第二の挿入孔１２２１を有する。第二の接続柱１２３は第二の板１２１に据えら
れ、第二の接続柱１２３の各１つは第二の螺子孔１２３１を有する。第二の接続柱１２３
の端部は第一の接続柱１１３の端部に夫々接続され、さらに第二の接続柱１２３の第二の
螺子孔１２３１は第一の接続柱１１３の第一の螺子孔１１３１に夫々連絡する。
【００３６】
　円筒形電池１３は第一の蓋体１１及び第二の蓋体１２に設置され、円筒形電池１３の各
１つは、正極及び負極を含む。円筒形電池１３の正極は第一の蓋体１１の第一の板１１１
に対向し、円筒形電池１３の負極は第二の蓋体１２の第二の板１２１に対向する。
【００３７】
　螺子要素１４は第一の蓋体１１の第一の貫通孔１１１１を通して夫々取り付けられ、螺
子要素は第一の蓋体１１の第一の螺子孔１１３１に、そして第二の蓋体１２の第二の螺子
孔１２３１に夫々取り付けられる。
【００３８】
　さらに図４を参照して、第一の弾性部品１５は第一の接続部１５１及び複数の第一の導
電性バー１５２を含む。第一の導電性バー１５２は第一の接続部１５１の縁部に形成され
、第一の導電性バー１５２は第一の蓋体１１の第一の周壁１１２の第一の挿入孔１１２１
に夫々挿入される。第一の導電性バー１５２は円筒形電池１３の正極に電気的に接続され
る。
【００３９】
　第二の弾性部品１６は第二の接続部１６１及び複数の第二の導電性バー１６２を含む。
第二の導電性バー１６２は第二の接続部１６１の縁部に形成され、第二の導電性バー１６
２は第二の蓋体１２の第二の周壁１２２の第二の挿入孔１２２１に夫々挿入される。第二
の導電性バー１６２は円筒形電池１３の負極に電気的に接続される。
【００４０】
　第一の弾性部品１５の第一の接続部１５１は第一の導電性バー１５２を介して円筒形電
池１３の正極に電気的に接続し、こうして第一の弾性部品１５の第一の接続部１５１は無
溶接円筒形電池パック装置１０の正極となることができる。さらに第二の弾性部品１６の
第二の接続部１６１は第二の導電性バー１６２を介して円筒形電池１３の負極に電気的に
接続し、こうして第二の弾性部品１６の第二の接続部１６１は無溶接円筒形電池パック装
置１０の負極となることができる。それゆえ、円筒形電池１３は並列で電気的に接続して
もよい。
【００４１】
　無溶接円筒形電池パック装置１０の円筒形電池１３は第一の蓋体１１及び第二の蓋体１
２の間に設置され、螺子要素１４は第一の蓋体１１の第一の螺子孔１１３に、そして第二
の蓋体１２の第二の螺子孔１２３に夫々取り付けられる。それゆえ、第一の蓋体１１及び
第二の蓋体１２は螺子要素１４によって共に取り付けられ、円筒形電池１３は第一の蓋体
１１と第二の蓋体１２との間に固定されることができる。
【００４２】
　さらに、第一の弾性部品１５は円筒形電池１３の正極に、そして第二の弾性部品１６は
円筒形電池１３の負極に夫々電気的に接続できる。それゆえ、無溶接円筒形電池パック装
置１０は、第一の弾性部品１５及び第二の弾性部品１６を負荷と電気的に接続させること
で、その負荷と電気的に接続して電力を供給することができる。さらに円筒形電池１３は
溶接しなくてよく、無溶接円筒形電池パック装置１０の製造業者は無溶接円筒形電池パッ
ク装置１０を容易に製造できると共に、製造にかかる時間消費を低減し得る。
【００４３】
　さらに、一部の円筒形電池１３が故障した場合、第一の弾性部品１５及び第二の弾性部
品１６は第一の蓋体１１及び第二の蓋体１２から引き出される。そして螺子要素１４が第
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一の蓋体１１の第一の螺子孔１１３１及び第二の蓋体１２の第二の螺子孔１２３１から夫
々取り外される。故障した円筒形電池１３は新しい円筒形電池と取り替えられることがで
きる。それゆえ無駄を抑えることができる。
【００４４】
　その上、第二の蓋体１２の第二の板１２１は複数の第二の貫通孔１２１１を含む。第二
の貫通孔１２１１は第二の接続柱１２３の第二の螺子孔１２３１と夫々連絡する。
【００４５】
　それゆえ、螺子要素１４は、第一の貫通孔１１１１を介して第一の螺子孔１１３１に、
そして第二の貫通孔１２１１を介して第二の螺子孔１２３１に夫々取り付けられてよい。
さらに、螺子要素１４は、無溶接円筒形電池パック装置１０の２つの反対側から第一の螺
子孔１１３１及び第二の螺子孔１２３１に夫々取り付けられてよく、製造業者は無溶接円
筒形電池パック装置１０をより容易に製造することができる。
【００４６】
　図４を参照して、第一の弾性部品１５の第一の導電性バー１５２の各１つは波状構造で
ある。第一の弾性部品１５の第一の導電性バー１５２の波の山部および波の谷部は円筒形
電池１３の正極と接触し得る。
【００４７】
　第二の弾性部品１６の第二の導電性バー１６２の各１つは波状構造である。第二の弾性
部品１６の第二の導電性バー１６２の波の山部および波の谷部は円筒形電池１３の負極と
接触し得る。
【００４８】
　さらに、図２を参照して、第一の蓋体１１の第一の貫通孔１１１１は１つのマトリクス
として配置される。第一の接続柱１１３は第一の貫通孔１１１１にするので、第一の接続
柱１１３もまた１つのマトリクスとして配置される。
【００４９】
　第二の蓋体１２の第二の接続柱１２３の端部は第一の接続柱１１３の端部に夫々接続さ
れる。それゆえ、第二の蓋体１２の第二の接続柱１２３も又、１つのマトリクスとして配
置される。
【００５０】
　円筒形電池１３は１つのマトリクスとして配置され、隣接する各４つの円筒形電池１３
は第二の接続柱１２３の１つ及びこの第二の接続柱１２３の１つに接続される第一の接続
柱１１３の１つの周囲にある。
【００５１】
　それゆえ、円筒形電池１３は密接に配置でき、無溶接円筒形電池パック装置１０の体積
を抑えることができる。
【００５２】
　図１及び図４を参照して、第一の蓋体１１の第一の挿入孔１１２１は第一の周壁１１２
と第一の板１１１との間の境界付近の第一の周壁１１２の位置に形成される。第二の蓋体
１２の第二の挿入孔１２２１は第二の周壁１２２と第二の板１２１との間の境界付近の第
二の周壁１２２の位置に形成される。
【００５３】
　図５から図１１を参照して、無溶接円筒形電池パック装置２０の第二実施形態は、第三
の蓋体２１、第四の蓋体２２、複数の第三の円筒形電池２３、複数の第四の円筒形電池２
４、複数の螺子要素２５、第三の弾性部品２６、第四の弾性部品２７、及び第五の弾性部
品２８を含む。
【００５４】
　図６及び図７に示すように、第三の蓋体２１は第三の板２１１、第三の周壁２１２、及
び複数の第三の接続柱２１３を含む。第三の板２１１は複数の第三の貫通孔２１１１を有
する。第三の周壁２１２は第三板２１１の縁部周囲に据えられ、第三の周壁２１２は、複
数の第三の挿入孔２１２１を有する。第三の接続柱２１３は第三の板２１１に据えられ、



(11) JP 2018-78092 A 2018.5.17

10

20

30

40

50

第三の接続柱２１３は第三の貫通孔２１３１に夫々対応する。第三の接続柱２１３の各１
つは第三の螺子孔２１３１を有し、第三の螺子孔２１３１は第三の接続柱２１３を通って
形成される。さらに第三の接続柱２１３の第三の螺子孔２１３１は第三の貫通孔２１１１
と夫々連絡する。
【００５５】
　第四の蓋体２２は第四の板２２１、第四の周壁２２２、及び複数の第四の接続柱２２３
を含む。第四の周壁２２２は第四の板２２１の縁部周囲に据えられ、第四の周壁２２２は
複数の第四の挿入孔２２２１を有する。第四の接続柱２２３は第四の板２２１に据えられ
、第四の接続柱２２３の各１つは第四の螺子孔２２３１を有する。第四の接続柱２２３の
端部は、第三の接続柱２１３の端部に夫々接続され、さらに第四の接続柱２２３の第四の
螺子孔２２３１は第三の接続柱２１３の第三の螺子孔２１３１と夫々連絡する。
【００５６】
　第三の円筒形電池２３は第三の蓋体２１と第四の蓋体２２との間に設置され、第三の円
筒形電池２３の各１つは正極及び負極を含む。第三の円筒形電池２３の正極は第三の蓋体
２１の第三の板２１１に対向し、第三の円筒形電池２３の負極は第四の蓋体２２の第四の
板２２１に対向する。
【００５７】
　第四の円筒形電池２４は第三の蓋体２１と第四の蓋体２２との間に設置され、第四の円
筒形電池２４の各１つは正極及び負極を含む。第四の円筒形電池２４の負極は第三蓋体２
１の第三の板２１１に対向し、第四の円筒形電池２４の正極は第四蓋体２２の第四の板２
２１に対向する。
【００５８】
　螺子要素２５は第三の蓋体２１の第三の貫通孔２１１１を介して夫々取り付けられ、螺
子要素２５は第三の蓋体２１の第三の螺子孔２１３１、そして第四蓋体２２の第四螺子孔
２２３１に夫々取り付けられる。
【００５９】
　図６及び図８に示すように、第三の弾性部品２６は第三の接続部２６１及び複数の第三
の導電性バー２６２を含む。第三の導電性バー２６２は第三の接続部２６１の縁部に形成
される。
【００６０】
　第五の弾性部品２８は第五の接続部２８１及び複数の第五の導電性バー２８２を含む。
第五の導電性バー２８２は第五の接続部２８１の縁部に形成される。第三の弾性部品２６
の第三の導電性バー２６２及び第五の弾性部品２８の第五の導電性バー２８２は第三の蓋
体２１の第三の周壁２１２の第三の挿入孔２１２１に夫々挿入される。第三の弾性部品２
６の第三の導電性バー２６２は第三の円筒形電池２３の正極に電気的に接続される。第五
の弾性部品２８の第五の導電性バー２８２は第四の円筒形電池２４の負極と電気的に接続
される。
【００６１】
　図６及び図９に示すように、第四の弾性部品２７は第四の接続部２７１、複数の第四の
負極の導電性バー２７２、及び複数の第四の正極の導電性バー２７３を含む。第四の負極
の導電性バー２７２及び第四の正極の導電性バー２７３は第四の接続部２７１の縁部に形
成される。第四の負極の導電性バー２７２及び第四の正極の導電性バー２７３は第四の蓋
体２２の第四の周壁２２２の第四の挿入孔２２２１に夫々挿入される。第四の負極の導電
性バー２７２は第三の円筒形電池２３の負極に電気的に接続される。第四の正極の導電性
バー２７３は第四の円筒形電池２４の正極に電気的に接続される。
【００６２】
　第三の弾性部品２６の第三の接続部２６１は第三の導電性バー２６２を介して第三の円
筒形電池２３の正極に電気的に接続できる。第四の弾性部品２７の第四の接続部２７１は
第四の負極の導電性バー２７２を介して第三の円筒形電池２３の負極に電気的に接続でき
る。それゆえ、第三の円筒形電池２３は並列に電気的に接続されることができ、第三の弾
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性部品２６の第三の接続部２６１は無溶接円筒形電池パック装置２０の正極となることが
できる。
【００６３】
　さらに、第四の弾性部品２７の第四の接続部２７１は、第四の正極の導電性バー２７３
を介して第四の円筒形電池２４の正極に電気的に接続できる。第五の弾性部品２８の第五
の接続部２８１は第五の導電性バー２８２を介して第四の円筒形電池２４の負極に電気的
に接続できる。
【００６４】
　それゆえ、第四の円筒形電池２４は並列に電気的に接続できる。次いで並列に電気的に
接続された第三の円筒形電池２３及び並列に電気的に接続された第四の円筒形電池２４は
直列に電気的に接続できる。さらに、第五の弾性部品２８の第五の接続部２８１は無溶接
円筒形電池パック装置２０の負極となることができる。
【００６５】
　並列に電気的に接続された第三の円筒形電池２３及び並列に電気的に接続された第四の
円筒形電池２４は直列に電気的に接続されることができるので、無溶接円筒形電池パック
装置２０は、第三の円筒形電池２３又は第四の円筒形電池２４によって提供される電圧と
は異なる電圧にて電力を出力することができる。無溶接円筒形電池パック装置２０は、第
三の円筒形電池２３によって提供される電圧及び第四の円筒形電池２４によって提供され
る電圧によって加えられた電圧にて電力をさらに出力することができる。
【００６６】
　そのうえ、第四の蓋体２２の第四の板２２１は複数の第四の貫通孔２２１１を含む。第
四の貫通孔２２１１は第四の接続柱２２３の第四の螺子孔２２３１と夫々連絡する。
【００６７】
　それゆえ、螺子要素２５は第三の貫通孔２１１１を介して第三の螺子孔２１３１、第四
の貫通孔２２１１を介して第四の螺子孔２２３１に夫々取り付けられてよい。さらに螺子
要素２５は無溶接円筒形電池パック装置２０の２つの反対側から第三の螺子孔２１３１及
び第四の螺子孔２２３１に夫々取り付けられてよく、製造業者は無溶接円筒形電池パック
装置２０をより容易に製造することができる。
【００６８】
　図７に示すように、第三の弾性部品２６の第三の導電性バー２６２の各１つは波状構造
である。第三の弾性部品２６の第三の導電性バー２６２の波の山部および波の谷部は第三
の円筒形電池２３の正極と接触し得る。
【００６９】
　第四の弾性部品２７の第四の負極の導電性バー２７２の各１つは波状構造である。第四
の弾性部品２７の第四の負極の導電性バー２７２の波の山部および波の谷部は第三の円筒
形電池２３の負極と接触し得る。
【００７０】
　図８に示すように、第四の弾性部品２７の第四の正極の導電性バー２７３の各１つは波
状構造である。第四の弾性部品２７の第四の正極の導電性バー２７３の波の山部および波
の谷部は第四の円筒形電池２４の正極と接触し得る。
【００７１】
　第五の弾性部品２８の第五の導電性バー２８２の各１つは波状構造である。第五の弾性
部品２８の第五の導電性バー２８２の波の山部および波の谷部は第四の円筒形電池２４の
負極と接触し得る。
【００７２】
　さらに、図６に示すように、第三の蓋体２１の第三の貫通孔２１１１は１つのマトリク
スとして配置される。第三の接続柱２１３は第三の貫通孔２１１１に対応するので、第三
の接続柱２１３もまた１つのマトリクスとして配置される。
【００７３】
　第四の蓋体２２の第四の接続柱２２３の端部は、第三の接続柱２１３の端部に夫々接続



(13) JP 2018-78092 A 2018.5.17

10

20

30

40

される。それゆえ、第四の蓋体２２の第四の接続柱２２３もまた１つのマトリクスとして
配置される。
【００７４】
　第三の円筒形電池２３及び第四の円筒形電池２４は１つのマトリクスとして配置され、
隣接する各４つの第三の円筒形電池２３又は隣接する各４つの第四の円筒形電池２４は第
四の接続柱２２３の１つ及びこの第四の接続柱２２３の１つに接続される第三の接続柱２
１３の１つの周囲にある。
【００７５】
　それゆえ、第三の円筒形電池２３及び第四の円筒形電池２４は密接に配置でき、無溶接
円筒形電池パック装置２０の体積を抑えることができる。
【００７６】
　図６、図７、及び図８を参照して、第三の蓋体２１の第三の挿入孔２１２１は第三の周
壁２１２と第三の板２１１との間の境界付近の第三の周壁２１２の位置に形成される。第
四の蓋体２２の第四の挿入孔２２２１は第四の周壁２２２と第四の板２２１との間の境界
付近の第四の周壁２２２の位置に形成される。
【００７７】
　図１０及び図１１を参照して、第三の蓋体２１は複数の第三の蓋ユニット２１０及び複
数の接続ユニット２１０１を含む。複数の係合溝２１０２が第三の蓋ユニット２１０の縁
部に形成される。隣接する２つの第三の蓋ユニット２１０の２つの係合溝２１０２は接続
される。接続ユニット２１０１の各１つは、隣接する２つの第三の蓋ユニット２１０の接
続された２つの係合溝２１０２に取り付けられる。それゆえ隣接する２つの第三の蓋ユニ
ット２１０は接続ユニット２１０１によって接続されることができる。本実施形態では、
接続ユニット２１０１はＨ形状であってよい。
【００７８】
　第四の蓋体２２は、複数の第四の蓋ユニット２２０及び複数の接続ユニット２２０１を
含む。複数の係合溝２２０２は第四の蓋ユニット２２０の縁部に形成される。隣接する２
つの第四の蓋ユニット２２０の２つの係合溝２２０２は接続される。接続ユニット２２０
１の各１つは、隣接する２つの第四の蓋ユニット２２０の接続された２つの係合溝２２０
２に取り付けられる。それゆえ、隣接する２つの第四の蓋ユニット２２０は接続ユニット
２２０１によって接続できる。本実施形態では、接続ユニット２２０１はＨ形状であって
よい。
【００７９】
　第三の蓋体２１は複数の第三の蓋ユニット２１０からなり、第四の蓋体２２は複数の第
四の蓋ユニット２２０からなる。それゆえ、第三の蓋体２１のサイズ及び第四の蓋体２２
のサイズは第三の蓋体２１及び第四の蓋体２２の数に従って変更可能である。
【００８０】
　そして、第三の円筒形電池２３及び第四の円筒形電池２４は第三の蓋体２１と第四の蓋
体２２との間に設置されることができる。さらに、第三の弾性部品２６、第四の弾性部品
２７、及び第五の弾性部品２８は無溶接円筒形電池パック装置２０に挿入されることがで
き、第三の円筒形電池２３及び第四の円筒形電池２４は並列にも直列にも電気的に接続さ
れることができる。それゆえ、無溶接円筒形電池パック装置２０の設計は容易に変更可能
である。
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